（別紙）
平成28年度農林水産省所管補助金・交付金等の要望調査の留意事項
１　平成28年度農林水産省概算要求状況について
  　                                                     　     （単位：百万円）
	事業名
	H27予算額
	H28概算要求額

	
	概算要求時点
	概算決定額
	

	強い農業づくり交付金
	42,401
	23,085

(26補正予算17,600)
	34,511

	アイヌ農林漁業対策事業　
	
	

	
	（推進事業（ソフト））
	121
	115


	
	（整備事業（ハード））
	108
	102

	経営体育成支援事業
	3,205
	3,957


２　共通留意事項について
○　既存補助事業で整備した施設の模様替え等を伴う事業要望は、備考欄に事業実施年度及び事業名を記入してください。なお、事前協議を早めに進め、できるだけ事業の実施見通しを得た上で、取りまとめに記載してください。 
○　現時点では要領等は示されていないことから、平成２８年度概算要求資料を参考に要望額を取りまとめてください。
３　個別事業に係る留意事項について
（１）強い農業づくり交付金
○　27年度に採択されなかった地区や継続地区があること、また、28年度について道内の事業要望が100億円を超える見通しにあり、予算状況は厳しいことが想定されます。
○　平成28～30年度の概算の事業要望については、平成27年４月７日付け事務連絡にて調査を行っておりますが、その際に報告していないものについても、今回調査にて報告していただいて構いません。
○　今回の要望調査と平行して、振興局事業計画ヒアリングを行いますので、事業要望のある市町村については、日程をあらかじめ農務課事業担当係と調整のうえ、１０月２日（金）までに協議頂きますようお願いします。
○　平成28年度においても、優先枠「輸出30億」、「強み25億」、「再編35億」が設定されますので、別添の関係資料等を参考に、優先枠の活用に向けご検討ください。
○　平成28年度概算要求資料に示されている、次世代施設園芸の地域展開に係る20億円の優先枠に関しては、先端技術を活用した大規模な高度環境制御型栽培施設に地域エネルギーを供給する施設の一体的な整備について優先枠が設定されるところであり、①生産者、実需者、都道府県を構成員とするコンソーシアムを組織、②契約等に基づき安定的な販売先を確保すること等が要件として検討されているようでが、詳細は不明です。
○　平成27年度の補正予算について、今のところ情報はありませんが、仮に補正予算が措置された場合に早急に対応できるよう、前倒し可能な地区を把握したいので、調査表の該当欄に記入してください。
（２） アイヌ農林漁業対策事業費
〇  アイヌ農林漁業対策事業については、国費の予算科目が推進事業（ソフト）と整備
事業（ハード）に分かれているため、要望調査の報告に当たっては、ソフト、ハート
に分けて報告してください。
　　・推進事業（ソフト）：機械の導入事業
    ・整備事業（ハード）：生産基盤及び施設の整備事業   
○　整備事業と推進事業の国費予算の流用はできません。
（３）経営体育成支援事業
○　融資主体補助型の１経営体当たりの配分上限額（現行300万円）については、次のとおり改正が検討されているので、要望額算定の参考としてください。
・農地中間管理機構を活用する法人は2,000万円
・農地中間管理機構を活用する個人は1,000万円
・上記以外の者は300万円
